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総 説 車内関係では昭和42年度ほ,41年に引き続き通勤ならびに幹線の輸送力増強,安全輸

送の感化,貨物輸送の近代化の方向のもとに新技術の開発とその実用化を推進し,新い､

車両を次々と世におくり出した｡昭和47年春,開通を計画されている山陽新幹線は,最高

運転速度250km/hをめぎして新しい技術の導入が図られており,サイリスタ制御装置,

真空遮断器など各主要部分の試作を進めている｡

新系列の車両としては,日本国有鉄道向けの山形電化用ED94形担J生ブレーキ付交流機

凶事(量産車はED78形),北海道電化用711系交流電車,磐越西線用ED77形交流機関

車を製作し,また帝都高速度交通営団向けの760kWチョッパ制御装揖を試作中で,これ

らはいずれも急速に進歩したサイリスタの開発技術による全サイリスタ式車両である｡別

に大阪一九州をむすぶ寝台交直流電車,架線状況を調べる交直流架線試験車,軌道状態を

調べる軌道試験車を製作した｡

電気桟器の技術革新はめざましく,上に述べたサイリスタの進歩のほか,主電動椀への

TIG溶接整流子の採用,ポリイミド樹脂絶縁の適用,制御器各部の改良など性能と信瞭度

の向上にみるべきものがあった〔､また旅客輸送の安全性向上の要求に基づき車両の日動列

車停止装置(ATS)を私鉄各社向けに量産中である｡

貨物輸送の近代化の一助として自動車輸送車,粉粒体輸送車などの貨物別適合貨車,海

上コンテナ･コンテナ輸送用トレーラ･500tトレーラなどを製作した｡また貨車入換用

として自動操縦装置をもったDElO形DHL機関車を量産し,また平面操作場での貨車の

入換操作の自動化を目的としたリニヤモータカーの試作を完成した｡

一九 輸r-l-i車両の製作も活況を望しブラジル,韓国,タイ,フィリッピンなどのほか特

にオーストラリア,コンゴ,アンゴラ,マラグアイなど新市場の開発がめだち,電気機

関車,電気式･液体式各種ディーゼル機関車,客動串,貨車など大量に製作した｡

次にエレベータ,エスカレータについては,建築の高層化は世界的恒向でわが国におい

てもさきに高さ制限が撤廃され,容積制限による法令改正が行なわれて,すでに超高層時

代へのスタートが切られている｡この本格的な超高層ビルとして霞ヶ関ビルが建築されて

いるがその中枢を占める数十台のエレベータ群のうち,日本最高速度300m/minの超高速

エレベータが完成出荷された｡一方,中小ビル向桝こ開発し発売以来好評を博している規

格形のA形エレベータは,今回さらに性能向上を因ってモデルチェンジを行なった｡また昇

降路頂部に機械室が不要で設置容易な油圧エレベータについても仕様の標準化および短納

期化を図ることができた｡昭和33年世界に先がけて日立製作所が開発し,業界を風びし

た全透明式エスカレータは,今回全面的にモデルチェンジして意匠面を近代建築にマッチ

させ,性能も一段と向上させた｡一方,海外への進出も活発で数多くのEA形エレベータ

に加えて,さらにDA形エレベータも新市場への進出拡大を図ることができた｡
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弓i:回生制動付サイリスタ式

交流電気横関車完成

昭和43年秋に交流唱化が十止されている奥羽線日計一卜米沢問の

30㌍¢の急こう配区間に佐川される回′川り動付交流電気粍間中の試作

車として,ED94形交流信気機関申がソ亡成した(図1)｡

木椀閑申はサイリスタインバークによる同朋iり劫付しり交流機関申

であるが,こう批が急で粗雑の1主い線区に二fJいては機関車の充子i三す

るエネルギーつを′馴京但りにj起還する回二王1制動方式が有効r､つある｡回生

制動を行なえば電力消費量を状減できるとともに発掘制動抵抗器が

不安となり,さらに制輪了▲のi■r■う耗も少な､･:することができる｡直流

車両においては回+こ制動方式がし(よしば掛口されているが,交流車

両でほ田流を交流に変換するインバータに問担があり従来わがr去｢〔

は実施されていなか一1た｡-ノノ}川ノー亡成した本棟関小二三,巌jか〕サイリ

スクおよび制御装置技術の巡射こよF)実現したもレ′‾)-･フあり,昭和42

年2月納入後,一行種性嵐話し験においても好収縮むFJさゝ7),現在その

量産形を製作中である(図り｡

本機関中は出力1,9()OkW,80t,Bり-2--B｡しり蜘配置で加_+二の性能･

特性はED75形,ED93形とl司じでこれに卜り州iり励ち･山‾り口したもの

である･二,特長のおもなものほ次のと心りであるこ､

(1)主回路にサイリスタ4段多重ブrI､ソソトーl路を採川した

(図2)r∵.

(2)界磁励磁lしり路石畑し1ンニ蜘磁ノブ式上した.

(3)主阿路定`■釦欄+御および界敵止電流制御ノアぺをi‾刹l】した∴

(4)サイリスクガ能故障検f_1_1装置を探口]Lた-.

(5)主回路素子として1,0001r,250A什セナ指,.‡如i川‾ニサイり

観ラ学≡麹-n_萱熟′一〈_〝
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スタを用いた｡

(6)ゲートパルス幅を約180.度とし,起動時および電流断続時

の多重ブリッジ運転を容易にした｡ただしサイリスタに通電圧が

印加されているときは/くルスをカットする回路を設けてある｡ま

た転流失敗防止のために7′･リミッタを使用している｡

(7)制動装置には,応速度,応荷重装置を探用し機関車速度の

高低,軸垂制御に相応しで捌こ有効に制動を作用させることが

できる｡

(8)車体構造には電気品冷却風の室内循環や桟器わく防雪覆な

どの耐寒耐雪構造を揺用している｡

(9)中間台軒･こほ空気ばねを使用し動軸垂をそれぞれ14,15,

16,16･8tに切り換えることができる｡

輸出機関車

電気枚関車をナーストラリアに,ディーゼル電文も機関車をブラジ

ルにそれぞれ輸出した｡

オーストラリア向け電気戟関事は,ビクトリア州電力庁の火力発

電用燃料炭の輸送iこ使悶されるもので直流1,100V,出力760kW,

62tの中央道転宅形の機関車である｡使用される場所が褐炭の露天

掘地区であるため,線路条件が悪くこのため防じん構造に意を用い

また車体構造を叔化し脱線時の車体損傷を防いでいる｡

制御方式には日動加減速多段式間接制御方式を用いている｡

台軋 主電動機は現有機関事と互換性を有する｡なおわが国から

オーストラリアへの電気機関車の輸出はこれが初めてである｡

ブラジルのサントス港湾局向けとして,72tディーゼル電気機関

車が5両製作された｡この機関車ほ港での貨車入換およぴけん引用

に使用されるもので,2種類の軌間の貨車を引くため連結器を2種

類肺えている｡棟関車は図3に示すような中央運転室形で,両側の

検閲室にはCumminsNHS-6-IPディーゼル枚関(270HP)を1

台ずつとう載している｡ 30km/hであるので駆動装置は

2段械速で,車軸にと盲)つけた減速機にフランジ形電動機をオー/ミ

ハングした構造を拭用し,構造の簡易化を図っている｡現地の線路

条件の悪いことと使用条件の過醗なことから,摩耗部分を少なくす

ることと陳1てが容簸であることに注意して製作した｡

甘

図3 ブラジ′レ･サントス港湾向けディーゼル電気機関車

新形式電車の完成

鉄道近代化に呼応して北海道向け電車2両,特急形寝台電車8両,

アルミ合金製電車1両など新構想の電車が完成した｡

日本国有鉄道納711系電車は北海道電化用として製作されたもの

で,サイリスタを駆使した画期的な交流電車で,酷寒に耐えるため
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図4 寝台電車の室内

漁

囲5 相模6000形アルミ電車

に主電動棟冷却風循環方式を初めとして幾多の耐寒耐雪設備を備え

た本格的な寒冷地向け電車である｡

日本国有鉄道納581系電車は寝台列車の高速化のために生まれた

初の寝台電車で,運用効率向上の観点から夜間桜台串として使用す

るほか昼間は通常の座席申として運用できるようになっており,昼

間では開放的なふん囚】気が得られるよう特別な考慮がはらわれてい

る(図4)｡

相模鉄道株式会社納6000形アルミ電車ほ車体構造を全アルミ合

金化することにより大幅な軽量化が行なわれたもので,銅製申に比

べ構体重量は40%の軽量化,自重でほ10.5_%の軽量化が達成され

た(図5)｡

タイ国向け新鋭車両完成

ディーゼル動車20両,2等砧台車36両をタイ国鉄に納入した｡

ディーゼル動辛はMT編成で10両まで垂遵可能であり,既存車と

も垂連できるよう考慮してある.｡台わく･鋼体には含銅鋼板を使用

竃..輩

図6 デイーゼ/レ動串

轟整

し,腐食による強度低下

を防止している｡放熱装

置は屋根上に設置し,床

下機器の保守点検を容易

にするとともに,フアン

は油圧駆動による無段制

御を行ない消費動力を最

小に押えている｡運転制

御は主幹制御器の連動,

各種表示灯および自動保

安装置の設置により誤操

作を防ぎ,運転上の安全

を確保している｡

2等寝台車は定員32人

で,車内の中央通路をは

さんで二段式の寝台を設

けてあり,高温･多湿な
図7 2等寝台車の寝室

現地気候を考慮して,畳

根上の通風器から各寝台に十分な量の新鮮空気を供給するようにし

てある｡車内の照明はすべて蛍光灯であり,その`;=E源は車軸駆動発

電機とバッテリからシリコンインバータによって得ている.っ

回生付チョッパ制御電車用主電動轢

帝都高速度交通営団で試作された回生制動付サイリスク･チョッ

パ制御電車用95kW主電動棟8台を製作した｡本機は力行時,回

生ブレーキ時ともサイリスタ･チョッパ制御によって100～200c/s

の高脈流率運転に供されるため,次のような完全な脈流対策を施す

とともに,主電動機の信板性の向上と保守の簡易化を阿っている｡

(1)磁気わく,補極鉄心の税別ヒ,磁束短絡凹路の除去など磁

束の追従性のきわめて良い構造とした.｡

(2)電機子,界磁の各コイルともF種無溶剤エポキシ樹脂絶縁

を採用した｡さらに4台については電機子にきわめて耐熱性のす

ぐれたポリイミド樹脂絶縁を適用した｡

(3)整流子ライザ部にTIG溶接を,また軸受部には密封構造を

適用するなど保守の簡易化と信板性のlらJ上を図ったものとして

いる｡

図8 電車用95kW主電動橙
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新形制御用電気品

(1)主制御器 従来,主制御器内に組み込まれていた制動

転換器,逆転器は一般i･こ空気シリンダにより転換動作を行なって

いた｡今回,ノッチ進段用に使うカム電動枚を逆回転することに

より,転換軸を駆動し,制動転換器･逆転器用として使うカム接

触器をロック枚構でロックする方式を用い,空気シリンダをなく

した｡このため小形軽量となるほか,王制御器の空気配管が不要

になる｡図9は上記構想を採用した帝都高速度交通営団納5号線

用バーニアノッチ式主制御器の外観を示したものである｡

(2)高速度遮断器 過電流が流れたときの磁束によりアマチ

ュアを動作させて,鎖錠装置を引きほずしトリップする方式を採

用した｡この方式は従来の/ミッキソグバー方式と異なり,両方向

の電流で動作し目盛狂いも非常に少なく,さらに単位スイッチと

しての枚能も備えている｡図10は高速度遮断器の外観を示Lた

ものである｡

(3)単位スイッチ チップを通電チップとラーキングチップ

iこ分け,チップの荒損を少なくした｡またアークながしを改良し

遮断性能を向上させるとともに,保守の簡易化を図った｡

(4)リ レ ー 保護リレーとして,主回路コイルとして電

線を貫通させるタイプのリレーを開発し,従来品に比べ小形軽量

とした｡また補助リレーとしてプラグイン式の小形軽量リレーを

開発した｡

(5) 日本国有鉄道納CS32形王制御器 この主制御器は穏

敵中単串で運転することを目的としたもので,MT54形主電動機

(750V,100kW)4台を制御する｡

当面は郵便電車クモユ141系用として使われるが,今後の主電

動機4台制御の標準品となるものである｡

(6) 日本国有鉄道納CS30形主制御器 この主制御器は従来

の通勤電車103系用CS20C形に置きかわる予定のものである｡

この主制御器ほバーニアノッチの超多段式で,CS20C形に比べ

加速･乗心地が良くなるほか,小形･軽量･快守の簡易化を図っ

ている｡

図9 主 制 御 器

図10 高速度

遮断器
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入換境開車用自動操縦装置

入換機関車の自動操縦

は,操作場作業近代化の

一環として大きくクロー

ズアップされている｡今

回,日本国有鉄道納DE

lO型DHL煉閑車用とし

て比例制御方式による自

動操縦装置を納入した｡

入換機関車の自動操縦

はすでに国内外にて研究

開発が行なわれている

が,今回納入した装置は

定速運転制御棟能と,定

位置停止制御棟能および

連結操作,突放操作など

特殊制御機能を有して 図11 自動操縦装置演算部

いる｡

すなわち,｢500m▼_]と指令すれば,指令された地点より500m走

行して自動停止し,｢20km/h+と指令すれば20km/hにて定速逆

転を行なう｡.またこれらを同時に指令すれば20km/hにて走行し,

500m走行した後自動停止する｡一般にこの種装置の槻発に当たり

最も困難とする点は,貨物列車の加減速過渡時のばね特性であり,

さらにその連結両数が大幅に変化することである｡本装置の開発に

当たっては,貨物列車の過渡特性をディジタル計算機にてシュミレ

ー卜し,さらに系全体をアナログ計算棟でシュミレー卜し制御方式

の決定を行なった｡また荷重を0～1,000tの間に25段隅に日動判

別し,荷重の軽重iこ応じた制御を実施している｡

海上輸送の合事聖化

コンテナ輸送用トレーラと海上コンテナ

42年秋から口米航路のコンテナ輸送を開始したアメリカMAT-

SON社へ,コンテナ輸送用セミトレーラ200両を納入した｡本トレ

ーラは特に軽量化された高速トレーラで,コンテナの迅速な着脱が

できる｡

また国際規格(ISO)に合致した8′×8′×20′コンテナを製作した｡

前後の妻わく以外は総アルミ製で軽量化されているが,コンテナ船

内での6段積み輸送には十分耐える強度となっている｡

図12 アルミ製海上コンテナ
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超重量品輸送用500tトレーラと

ダンプトラッタ

ロ木通運株式会祉に500t杭トレーラを納入した｡本トレーラほ

従来のイコライディソグビーム式と界なる油圧バランス式を採用し

たフルトレーラ形式としたのでタイヤへの負荷の均等化,口重軽減,

低床化に成功した仲界的に莱白を見ない形の超重量輸送川トレーラで

250tも与千川(2子こ㌻から成り,各台巾を250t杭として個々i･こ佐川す

ることも‾l舶巨で多l二川勺に効率的に活用できるようになっている｡

川崎享処鉄株式会社水島製鉄所で使用する国産応ニ火の30t積スラ

グダンプトラックな押女運輸株式会社i･こ納入した｡本草は二段式ダ

ンプ袋田にエーー､て鍋を地ヒから由接積み込み,さらに鍋を傾倒して

ダンプすることができるこ､一亡右温のスラグを取り扱うためi･こ各種安全

対■策が行なわれて心り,ダンプは車外より遠隔操作で行なうことも

できる√-,

l■可言出鉄所には標準形15t積ダンプトラック7台も同時に納入し,

13,5m…iの大形荷わにより高炉さいの大量輸送を行な1)ている｡､

図13 500t積トレーラ

図14 30t横スラブダンプトラック

物資別適合貨車

41叶優に続き物門別適合貨車の製作が残んで,わが何では初めて

図15 ク9100形ン〔3柵車連中

車両･昇降機

の3･帥連節式の自動中輸送用ク9100形式車道申の.試作完成,粉粒体

輸送用ホキ2200形式ホ､ソパ中の量産が行なわれた｡また物幣別適

合工粥‾亡の大容量化としてセメント,アルミナ(全アルミ合金製),石

火石輸送の40t禾掛卜が完成または尊皇作の途ヒにある｡新しい稚別と

しては塩化カ′レシ1ラム液輸送/タンク中の誕生などがあり,粉体輸送

中の荷卸しの改善として,空気浮動と圧送餓偶の現IF試験が行なわ

れた二.

300m/minギャレスエレベータ 完成

超高層建築時代のて器要に応ずるため,40年より高速ギャレスエレ

ベータの研究を机み重ねてきたが,遂にわが国最高速度の300111/′

111inを完成し,42年初頭にH立製作所水戸工場内iこしゅん工した有

効高さ90mのエレベータ第2研究塔に設置して各種の性能試験を

完了した｡本機は,全静止形電虻電流帰還制御を採用し,迅速･円椚

な速度牛排巨を実現したもので,負荷変化iこよる若抹精度が ±5mm

の高い制御性を右している.〕また,高速用ガイドローラの榊発,ケ

ージ防振糀造の改良による乗心地の向L,走行騒音のきわめて少な

いケーージ構造の開発,非常止め装置,オイルバッファをはじめとす

る各種新安全装琵など,高速エレベータにおける種々の問題点をす

べて解決したもので,これらの成火をもとにわが国環初の本格的超

高層ビルの霞ケ旧ビルに,300m/1Tlin,210m/min♂

クを介計9子†納入し.43年春のl‾iH餌に備えている｡

図16

エレベータ研究塔
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図17 300m/min速度特性オシログラム
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日 立 評 論

新C形シリーズ日立エスカレータの完成

覇

雛
≡蒜‾ノ

本機は近代建

築の意匠にマッ

チし,最新のエ

スカレータ技術

を駆使した高性

能な新しい日立

標準形エスカレ

ータで,目立オ

リジナルの全透

明式のほか,照

明式パネル式お

よび複列連動式

図181200C-NN形日立全通朋式エスカレータ などから構成さ

れる｡おもな特

長は次のとおりである｡

(1)クリスタルの効児を強調し,より安全な乗降ができるよう

に,透明式欄干は乗降場への大きな張り出しを特長としており,

デッキ回わりは,シンプルな形状に暗褐色のアクセントラインを

配したぎん新な意匠である｡

(2)クッション性にすぐれた踏段ローラの採用により円滑な乗

心地で,たて振動の加速度は10Gal程度である｡また大きな輸送

能力を得るため従来より10%増しの30m/minの速度であるが,

日立BT形無騒音歩き匿の働きiこより騒音を完全に防止している｡

(3)組立･保守が容易で,かつ据付面積が小さく,受ばりへの

荷重が従来より20クg執成したので据付条件が有利である｡

A形エレベータのモデルチェンジ

ト!斗
亡

∈

⊂>

速度

加減速皮

b乃

くっ

囲19 A2形エレベータ速度および加減速度特性

実用本位のエ

レベータとして

開発したA形エ

レベータの幅広

い需要にこたえ

るため,さらに

設計上および製

作上徹底した合

理化を行ない大

幅な性能･意匠･

倍額虔の向上を

目的とした画期

的なモデルチェ

64

図20 インターホン,非常灯を組み込んだ

PC形運転盤

第50巻 第1号

ソジを行なった｡

常に最良の乗心地とするためエレベータの電気系,機械系の総合

的な解析により,理想的トルク特性をもったかご形専用モータと独

自のノッチ制御方式を開発して,台形波加減速度特性を実現した｡

また,LC形自動精密着床装置の開発によりソフトな停止,精密な

着床と低速走行時問の短縮を図った｡一方,より便利さを増すため

に光電装置を併用したLS形ドアセフティ,常時充電式の電池によ

る非常灯,使用簡便な高性能同時通言古方式のETD形インターホン

付を標準とした｡このほか斬新な意匠のPC形運転盤,SM-Ⅴ形ド

ア開閉方式,DL形位置検出装置など数多くの新技術が織り込まれ

ている｡

短納期の標準油圧式乗用エレベータ

油圧式乗用エレベータは,従来2～3階床程度のおもに鋭行向けの

用途が大部分を占めていたが,最近では事務所ビル,ホテルなど5～

6階床まで需要層が増大し,すでに40数台の納入実績をみている｡

これらのうちホテル天望閣納HF形エレベータは積載量600kg,

速度60m/min,行程24.7mに及び,特iこ行程においてはわが国は

もちろん欧米においても多くの例を見ない本格的な乗用エレベータ

である｡油圧ジャッキとしてのプラソジャおよびシリンダは長大に

なるところから輸送,現地での搬入据付などを考慮して適切な長さ

に分割し現地継ぎを行なっている｡この継目部分には高い剛性と油

滴れのないこと,またプランジャに対しては円滑な面が要求される

が,簡単で確実な特殊継手法を考案し,作業性を向上させることが

できた｡

一方,このような記録品と並んで乗用エレベータの普及を図るた

め,従来のHD形,HF形両シリーズの需要分析を行ない,これら

の中から最も需要の多い機種に焦点を絞って短納期で経済的な標準

乗用エレベータを完成させた｡図21にその標準据付図(HF形)を

示す｡このエレベータのおもな仕様,特長は次のとおりである｡

(1)積載量は

400kgを標準と

する｡

(2)速度ほ上昇

30およぴ45m/

min,下降はいず

れも45m/minで

ある｡

(3)行程はHD

形で10m(4階

床),HF形では17

m(6階床)までと

する｡

(4)油圧制御装

置,制御盤の小形

化により,機械室

の床面后を大幅に

減じ約3.3m2程

度である｡

以上述べた積極的

な標準化により,顧

客の要望に十分応じ

られ今後の需要拡大

が期待されている｡
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(2)矧1郡きH滴図

囲21HF形標準油圧式乗用エレベータ
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